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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
は
一
般
的
に
「
士
農
工
商
」
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
近

世
大
名
家
臣
団
の
藩
士
は
、単
一
の
武
士
像
で
一
括
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

磯
田
道
史
は
近
世
大
名
家
臣
団
は
侍
・
歩
行
（
も
し
く
は
徒
士
）・
足
軽
の
三
層

構
造
か
ら
な
っ
て
お
り
、
由
緒
を
重
ん
じ
る
侍
・
世
襲
化
す
る
歩
行
・
百
姓
町
人

社
会
と
近
接
す
る
足
軽
と
い
う
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
の
特
質
を
述
べ
て
い

る
。
更
に
磯
田
は
百
姓
町
人
は
比
較
的
簡
単
に
足
軽
に
な
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

足
軽
か
ら
歩
行
へ
の
昇
進
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
は
侍
・
歩
行
以
上
の

「
士
」
と
足
軽
以
下
の
「
農
」
に
分
離
さ
れ
る
「
士
農
分
離
」
社
会
で
あ
っ
た
と

論
じ
て
い
る（
１
（。

筆
者
は
こ
の
三
層
構
造
を
磯
田
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
。
た
だ
磯
田
の
論

考
は
大
名
家
臣
団
の
う
ち
藩
主
に
仕
え
る
直
臣
を
研
究
対
象
と
し
た
も
の
で
、
直

臣
に
仕
え
る
陪
臣
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
陪
臣
の
世
界
に
も

直
臣
同
様
、
三
層
構
造
は
存
在
す
る
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

大
名
家
臣
団
と
は
異
な
る
が
、
陪
臣
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
た
の
が
、宮
地
正
人
や
松
本
良
太
に
よ
る
「
旗
本
用
人
論
」
で
あ
る
。

旗
本
と
は
徳
川
将
軍
家
の
家
臣
で
、
旗
本
用
人
と
は
そ
の
旗
本
の
家
臣
で
あ
る
。

こ
の
旗
本
用
人
に
は
農
民
や
町
人
が
就
任
し
、
旗
本
家
の
家
政
運
営
に
尽
力
し
た

と
い
う
。
そ
こ
か
ら
宮
地
は
旗
本
用
人
を
「
雇
用
型
実
務
家
集
団
」
と
呼
ん
だ
。

更
に
宮
地
は
、
特
殊
技
能
を
持
っ
て
仕
官
と
浪
人
・
再
仕
官
を
繰
り
返
す
武
士
の

存
在
は
、
江
戸
の
旗
本
用
人
に
留
ま
ら
ず
近
代
初
頭
以
前
の
国
家
論
の
一
テ
ー
マ

と
し
て
か
な
り
普
遍
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
を

宮
地
予
想
と
呼
ぶ（
２
（。

ま
た
松
本
良
太
は
、
旗
本
用
人
は
特
定
の
旗
本
家
臣
と
し
て

定
着
せ
ず
、
渡
り
奉
公
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同

時
に
十
八
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
江
戸
近
郊
の
上
層
農
民
が
旗
本
用
人
と
し
て
登

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
こ
こ
か
ら
農
村
社
会
と
江
戸
の

下
級
武
士
社
会
と
は
近
接
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る（
３
（。

　

昨
今
の
近
世
史
研
究
に
お
い
て
、
大
名
家
臣
団
の
う
ち
陪
臣
を
研
究
す
る
必
要

性
を
訴
え
た
の
は
身
分
的
周
縁
研
究
会
で
あ
る（
４
（。

一
九
九
〇
年
代
、
同
研
究
会
は

陪
臣
の
存
在
を
、政
治
支
配
者
と
し
て
の
武
士
と
そ
の
他「
農
工
商
」を
つ
な
ぐ「
身

分
的
中
間
層
」・「
境
界
的
身
分
」
と
捉
え
、
彼
ら
の
存
在
を
照
射
す
る
こ
と
で
武

士
身
分
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
だ
が
陪
臣
研
究
の
必
要
性
を

訴
え
な
が
ら
、
同
研
究
会
は
陪
臣
の
具
体
的
論
考
を
発
表
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
世
大
名
家
臣
団
に
お
け
る
陪
臣
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
必
要
性

が
訴
え
ら
れ
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
一
昨
年
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
秋
田
藩
の
直
臣
が
自
家

の
陪
臣
の
由
緒
を
書
き
上
げ
て
藩
庁
へ
提
出
し
た
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
か
ら
、

秋
田
藩
士
六
十
五
家
の
陪
臣
一
三
四
〇
家
の
取
立
年
代
や
石
高
の
記
載
を
デ
ー

タ
化
し
、
秋
田
藩
陪
臣
社
会
の
特
質
を
発
表
し
た（
５
（。

筆
者
は
こ
の
論
考
で
、
秋
田

藩
陪
臣
社
会
に
磯
田
モ
デ
ル
と
宮
地
予
想
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
秋
田
藩
の
陪
臣
に
は
、
武
士
身
分
を
持
つ
「
近
進
」、
武

士
身
分
で
あ
る
が
奉
公
人
の
扱
い
を
受
け
る
「
歩
行
」、
奉
公
人
で
あ
る
「
足
軽
」

の
三
つ
の
階
層
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
秋
田
藩
陪
臣
社
会
に
も
磯
田
モ
デ
ル
を
あ
て

は
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
足
軽
は
歩
行
に
、

歩
行
は
近
進
に
と
、
身
分
内
で
昇
進
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
歩
行
に
取
り
立
て
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ら
れ
た
陪
臣
が
近
進
に
昇
進
す
る
年
数
の
平
均
は
六
十
二
年
で
、
こ
こ
か
ら
数
世

代
を
経
た
後
、
父
祖
以
来
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る
形
で
昇
進
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
更
に
陪
臣
が
足
軽
→
歩
行
→
近
進
と
昇
進
し
て
も
彼
ら
が
直
臣
に
取
り

立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
直
臣
と
は
隔
絶
し
た
陪
臣
の
社
会
を
形
成
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
直
臣
と
陪
臣
の
間
に
は
身
分
を
隔
絶
す
る

「
鉄
の
天
井
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
宮
地
予
想
に
つ
い
て
は
、
秋
田
藩
の
場
合
も
仕
官
と
浪
人
・
再
仕
官
を

繰
り
返
す
陪
臣
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
細
か
く
見
る
と
、
高
禄
の
直
臣

に
仕
え
る
陪
臣
と
低
禄
の
直
臣
に
仕
え
る
陪
臣
を
比
較
す
る
と
、
前
者
ほ
ど
由
緒

の
古
い
者
が
多
く
、
逆
に
後
者
ほ
ど
仕
官
と
解
雇
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
れ
は

近
世
中
後
期
に
藩
が
行
っ
た
直
臣
の
知
行
借
り
上
げ
に
よ
り
、
直
臣
が
陪
臣
を
馘

首
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
結
果
、
低
禄
の
直
臣
に
は
絶
え

ず
新
参
者
が
出
入
り
し
、
逆
に
知
行
借
り
上
げ
の
影
響
を
受
け
な
い
高
禄
の
直
臣

に
は
由
緒
の
古
い
陪
臣
が
残
る
と
い
う
、
秋
田
藩
の
陪
臣
が
二
極
化
す
る
現
象
が

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
仕
官
と
浪
人
・
再
仕
官
を
繰
り
返
す
陪
臣
が
旗
本
用

人
並
に
家
政
運
営
に
尽
力
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
証
明
で
き
な
か
っ
た
。

　

右
の
論
考
は
、
明
治
時
代
に
江
戸
時
代
を
振
り
返
っ
た
資
料
を
用
い
て
立
論
し

た
も
の
で
、
陪
臣
が
同
時
代
に
書
い
た
資
料
を
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
三
つ
の

課
題
が
残
っ
た
。
そ
の
第
一
は
陪
臣
の
仕
官
と
浪
人
・
再
仕
官
の
実
際
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
は
歩
行
の
世
襲
化
の
問
題
で
あ
る
。
磯
田
モ
デ
ル
で
は
武
士
と
農
工

商
の
間
の
線
を
歩
行
と
足
軽
の
間
に
引
い
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
秋
田
藩
陪

臣
の
歩
行
の
世
襲
化
に
つ
い
て
論
じ
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
直
臣
と

陪
臣
の
身
分
内
差
別
の
問
題
で
あ
る
。
秋
田
藩
で
は
度
々
直
臣
と
陪
臣
の
差
別
化

を
図
る
法
令
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
差
別
が
果
た
し
て
明
治
維
新
期
に
継
承
さ
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
無
く
す
よ
う
な
策
が
採
ら
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
検
証
も
必

要
だ
っ
た
。

　

実
は
、
秋
田
藩
の
陪
臣
研
究
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
な

る
資
料
が
平
成
二
十
二
年
七
月
、
秋
田
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
資
料

は
秋
田
藩
領
内
の
在
郷
町
の
一
つ
で
あ
る
十
二
所
（
秋
田
県
大
館
市
十
二
所
）
の

所
預
を
勤
め
た
茂
木
氏
の
家
臣
石
川
博
康
家
の
資
料
で
あ
る
。〈
別
表
〉
石
川
家

は
秋
田
藩
陪
臣
の
中
で
身
分
の
低
い
歩
行
を
勤
め
た
家
で
あ
る
。
従
っ
て
「
分
限

帳
」
や
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
の
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
る
歴
史
像
に
石
川
家
資
料

を
あ
て
は
め
る
こ
と
で
、
巨
大
な
秋
田
藩
武
家
社
会
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
を
最
底

辺
か
ら
見
上
げ
る
視
角
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
の
三
つ
の
課
題
を
解
明
す
べ
く
、
最
初
に
秋
田
藩
全
体
に
お
け

る
十
二
所
給
人
の
位
置
づ
け
と
、そ
こ
に
お
け
る
直
臣
と
陪
臣
の
違
い
を
述
べ
る
。

次
に
茂
木
陪
臣
の
特
質
を
述
べ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
石
川
家
資
料
を
あ
て
は
め
、

主
家
移
動
の
実
際
、
歩
行
の
家
督
、
婚
姻
の
問
題
を
解
き
明
か
し
、
身
分
の
低
い

歩
行
の
階
層
に
も
武
家
社
会
の
「
家
」
の
論
理
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

ま
た
直
臣
と
陪
臣
の
差
別
の
問
題
は
、
明
治
時
代
の
士
族
・
卒
族
振
り
分
け
の

問
題
か
ら
逆
説
的
に
論
じ
る
。
や
や
も
す
る
と
、
明
治
時
代
に
創
出
さ
れ
た
士
族

身
分
に
は
、
そ
れ
ま
で
武
士
だ
っ
た
者
が
編
入
さ
れ
た
た
め
、
陪
臣
が
士
族
と
卒

族
に
分
け
ら
れ
た
事
実
は
従
来
研
究
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。

石
川
家
の
資
料
を
見
る
と
石
川
兵
左
衛
門
は
卒
族
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
で
軍
功
を

あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
士
族
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
軍
功
を
あ
げ

た
歩
行
が
士
族
に
な
れ
な
か
っ
た
事
実
を
考
え
る
と
、
士
族
・
卒
族
の
振
り
分
け

の
論
理
と
共
に
戊
辰
戦
争
の
恩
賞
の
持
つ
意
味
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	　
　

一
　
十
二
所
給
人
社
会
の
俯
瞰

　

秋
田
藩
の
直
臣
は
、
久
保
田
城
下
に
住
む
久
保
田
給
人
の
他
に
、
大
館
城
・
横

手
城
の
支
城
下
や
十
二
所
・
檜
山
・
角
館
・
湯
沢
・
院
内
・
刈
和
野
・
角
間
川
の

在
郷
町
に
住
む
在
郷
給
人
が
い
た
。
在
郷
給
人
は
佐
竹
一
門
や
大
身
直
臣
の
指
揮

下
に
あ
り
、
両
者
は
組
親
と
組
下
の
関
係
に
あ
っ
た
。
刈
和
野
・
角
間
川
以
外
に

は
組
親
も
住
ん
で
お
り
、
彼
ら
は
所
預
と
呼
ば
れ
た
。

　

十
二
所
の
所
預
は
、
佐
竹
氏
の
出
羽
移
封
直
後
は
赤
坂
下
総
、
そ
の
後
塩
谷
伯

耆
、
梅
津
五
郎
右
衛
門
に
か
わ
っ
た
。
そ
し
て
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
茂
木
筑

（２）
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後
と
な
り
、
以

後
幕
末
ま
で
か

わ
ら
な
か
っ

た
。
一
般
に
秋

田
藩
士
は
居
住

地
か
ら
「
○
○

給
人
」
と
呼
ば

れ
た
り
、
所
預

の
名
字
を
か
ぶ

せ
て
「
○
○
組

下
給
人
」
と
呼

ば
れ
る
。
そ
こ

か
ら
、
本
稿
に

関
わ
る
十
二
所

の
秋
田
藩
士
の

直
臣
は
「
十
二

所
給
人
」
も
し

く
は
「
茂
木
組

下
給
人
」
と
い

う
こ
と
に
な

る
。

　

十
二
所
給

人
を
秋
田
藩
士
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
べ
く
、
ま
ず
〈
図
１
〉
で
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）「
秋
田
藩
禄
高
調（
６
（」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
藩
士
の
デ
ー
タ
を
示
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
フ
は
凡
例
別
の
給
人
の
数
を
示
す
。
一
番
上
の
グ
ラ
フ
で
あ
る

「
評
定
所
」
の
藩
士
と
は
、
藩
へ
献
金
し
た
り
金
を
貸
し
て
武
士
身
分
が
認
め
ら

れ
た
農
民
や
商
人
で
あ
る
。
二
番
目
の
グ
ラ
フ
「
江
戸
藩
邸
」
と
は
、
江
戸
藩
邸

に
詰
め
る
藩
士
で
あ
る
。
た
だ
し
江
戸
勤
番
の
藩
士
は
久
保
田
給
人
が
勤
め
る
の

で
、
最
も
層
の
厚
い
三
番
目
の
久
保
田
給
人
の
グ
ラ
フ
に
上
乗
せ
し
て
考
え
れ
ば

よ
い
。
そ

し
て
四
番

目
の
グ
ラ

フ
が
十
二

所
給
人

で
あ
る
。

十
二
所
給

人
の
グ
ラ

フ
を
見
る

と
、
秋
田

藩
士
全
体

で
は
二
一

石
～
三
〇

石
の
階

層
の
藩
士
が
多
い
の
に
対
し
、

十
二
所
給
人
は
一
一
石
～
二
〇

石
の
階
層
の
藩
士
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
。
そ
こ
で
〈
表
１
〉

に
、
久
保
田
給
人
と
十
二
所
給

人
を
比
較
し
、
ど
の
階
層
の
藩

士
が
多
い
の
か
を
示
し
た
。
そ

の
結
果
、
十
二
所
給
人
は
一
一

石
～
二
〇
石
の
藩
士
が
二
二
㌫

お
り
、
久
保
田
給
人
よ
り
低
禄

の
藩
士
が
占
め
る
割
合
が
大
き

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

次
に
〈
表
２
〉
で
直
臣
で
あ

る
十
二
所
給
人
と
所
預
茂
木
陪
臣
を
比
較
す
る
。
デ
ー
タ
は
直
臣
に
つ
い
て
は
沼

田
家
「
秋
田
藩
禄
高
調
」、
陪
臣
は
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
陪
臣
家
筋
取
調
書（
７
（」

（３）

600

500

400

300

200

100

0

扶
持
米
取
り

1石
未
満

1～
10
石

11
～
20
石

21
～
30
石

31
～
40
石

41
～
50
石

51
～
60
石

61
～
70
石

71
～
80
石

81
～
90
石

91
～
10
0石

10
1～
20
0石

20
1～
30
0石

30
1～
40
0石

40
1～
50
0石

50
1～
10
00
石

10
01
～
20
00
石

20
01
～
50
00
石

50
01
石
以
上

石高

人
数

評定所
江戸藩邸
久保田
十二所（茂木）
大館（西家）
檜山（松野）
檜山（多賀谷）
角館（今宮）
角館（北家）
刈和野（渋江）
角間川（梅津）
横手（小鷹狩）
横手（戸村）
湯沢（南家）
院内（大山）

扶持米取り
1石未満
1～10石
11～20石
21～30石
31～40石
41～50石
51～60石
61～70石
71～80石
81～90石
91～100石
101～200石
201～300石
301～400石
401～500石
501～1000石
1001～2000石
2001～5000石
5001石以上

17.7％
0.3％
2.8％
5.7％
9.6％
6.6％
8.5％
5.8％
5.3％
5.1％
3.4％
3.5％
16.3％
4.5％
1.8％
0.5％
1.1％
0.8％
0.3％
0.4％

11.9％
3.0％
12.9％
22.8％
11.9％
5.9％
5.0％
5.0％
5.9％
4.0％
2.0％
1.0％
5.9％
2.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
1.0％
0.0％

27.3％
1.1％
12.7％
13.6％
9.5％
6.8％
7.2％
4.4％
4.0％
1.7％
2.1％
1.9％
5.3％
1.8％
0.3％
0.3％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％

21.4％
0.7％
7.2％
9.5％
9.7％
6.7％
7.8％
5.2％
4.8％
3.7％
2.8％
2.8％
11.5％
3.3％
1.1％
0.4％
0.6％
0.5％
0.2％
0.2％

久保田
給　人

〈表 1〉秋田藩士の階層と割合

十二所
給　人

それ以外に
在郷給人 平　均

〈図 1〉秋田藩士の階層

扶持米取り
1石未満
1～10石
11～20石
21～30石
31～40石
41～50石
51～60石
61～70石
71～80石
81～90石
91～100石
101～2187石
合　計

12
3
13
23
12
6
5
5
6
4
2
1
9
101

11.9％
3.0％
12.9％
22.8％
11.9％
5.9％
5.0％
5.0％
5.9％
4.0％
2.0％
1.0％
8.9％
100％

0
0
1
12
9
9
3
2
3
1
2
0
0
42

0.0％
0.0％
2.4％
28.6％
21.4％
21.4％
7.1％
4.8％
7.1％
2.4％
4.8％
0.0％
0.0％
100％

直臣の人数
〈表 2〉十二所給人と茂木陪臣の階層と割合

割合 茂木陪臣の人数 割合
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か
ら
、
両
者
と
も
十
二
所
分
を
抽
出
し
て

用
い
た
。
な
お
表
中
の
茂
木
陪
臣
の
数
は

武
士
身
分
で
あ
る
近
進
以
上
と
し
、
戊
辰

戦
争
で
近
進
に
昇
進
し
た
人
物
を
省
い
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
武
士
身
分
の
陪
臣

の
み
と
し
た
。

　

こ
れ
を
見
る
と
最
も
多
い
茂
木
陪
臣
は

一
一
石
～
二
〇
石
の
階
層
で
、
茂
木
陪
臣

全
体
の
二
八
．
六
㌫
を
占
め
る
。
ま
た

二
一
石
～
四
〇
石
の
階
層
も
多
く
、
特
に

三
一
石
～
四
〇
石
の
階
層
の
藩
士
は
給
人

よ
り
も
多
い
。
つ
ま
り
十
二
所
の
秋
田
藩

士
は
、
直
臣
・
陪
臣
と
も
に
一
一
～
二
〇

石
の
階
層
の
藩
士
が
多
い
が
、
そ
れ
よ
り

禄
の
大
き
い
階
層
に
目
を
移
す
と
、
茂
木

陪
臣
の
方
が
割
合
・
実
数
と
も
に
多
い
。

そ
こ
か
ら
、
十
二
所
で
は
身
分
の
高
い
直

臣
が
陪
臣
よ
り
経
済
的
に
優
位
に
立
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
「
十
二
所
絵
図
」（
８
（

か
ら
、
直
臣

と
陪
臣
の
居
住
地
域
を
確
認
す
る
。
十
二

所
は
秋
田
藩
領
北
部
、
米
代
川
沿
い
に
位

置
す
る
町
で
あ
る
。
絵
図
を
見
る
と
、
町

の
両
端
に
は
本
藩
の
足
軽
の
居
住
地
が
あ

る
。
そ
し
て
町
を
東
西
に
貫
く
道
沿
い
に

は
町
人
の
町
が
広
が
る
。
十
二
所
給
人
の

居
住
地
は
所
預
茂
木
氏
の
屋
敷
を
中
心
に

東
西
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
茂
木
陪

臣
の
居
住
地
は
給
人
居
住
地
の
南
側
、
急

（４）

十二所絵図

十二所絵図（陪臣居住地拡大図）

幕末期十二所士族屋敷図（陪臣居住地部分図）
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峻
な
崖
を
三
〇
㍍
ほ
ど
登
っ
た
段
丘
面
上
に
あ
る
。
絵
図
に
は
陪
臣
の
屋
敷
に
並

ん
で
「
古
館
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
廃
城
と
な
っ

た
十
二
所
城
址
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
茂
木
陪
臣
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
城
の
間
近

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
茂
木
陪
臣
の
居
住
地
と「
古
館
」の
間
に「
茂

木
筑
後
下
屋
敷
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
下
屋
敷
に
つ
い
て
『
大
館
市
史
』
第
二

巻
所
収
の
「
幕
末
期
十
二
所
士
族
屋
敷
図
」（
９
（を

見
る
と
、
こ
こ
に
石
川
兵
左
衛
門

の
屋
敷
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
石
川
兵
左
衛
門
の
屋
敷
の
周
囲
の
人
名

を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
茂
木
家
の
歩
行
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
石
川
ら
茂
木
家
の
歩

行
は
茂
木
家
の
下
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
茂
木
陪
臣
の
特
質
を
秋
田
藩
士
全
体
か
ら
絞
り
込
ん
で
い
く

形
で
考
察
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
十
二
所
給
人
は
久
保
田
給
人
に
比
べ
て
低
禄
の
藩
士
が
多
か
っ
た

こ
と
、
加
え
て
十
二
所
給
人
と
茂
木
陪
臣
を
比
較
す
る
と
、
茂
木
陪
臣
の
方
が
高

禄
を
は
む
藩
士
が
割
合
的
に
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
十
二
所

で
は
、直
臣
と
陪
臣
の
身
分
差
と
経
済
格
差
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
居
住
地
域
を
見
る
と
、
陪
臣
居
住
地
は
安
全
な
高
台
に
あ
り
、
陪
臣
が
直
臣

を
睥
睨
す
る
形
で
暮
ら
し
て
い
た
。
在
郷
町
十
二
所
の
特
質
は
、
身
分
に
応
じ
た

格
差
が
顕
在
化
し
に
く
い
点
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
　

二
　
茂
木
陪
臣
の
特
質

　

次
に
秋
田
藩
陪
臣
社
会
に
お
け
る
茂
木
陪
臣
の
特
質
を
述
べ
る
。

　

石
川
博
康
家
資
料
に
は
、
歩
行
と
足
軽
に
対
し
て
倹
約
を
励
行
す
べ
き
こ
と
を

定
め
た
資
料
が
伝
存
す
る（
（（
（

。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

御
歩
行

　
［　
　

］
男
女
着
服
木
綿
ニ
［　
　

］
麻
布
不
苦
候
。
金
巾
不
相
成
候
。

　
　
　

但
、
染
色
之
儀
は
追
て
被
仰
渡
候
得
共
、
黒
色
は
此
節
よ
り
不
相
成
候
。

　

一
羽
織
［　

］
木
綿
、
夏
は
麻
平
［　
　

］
事
。［　
　

］
色
は
黒
不
相
成
候
。

　
　

御
供
之
節
は
別
段
之
事
。

　

一
袴
冬
は
木
綿
無
地
縞
ニ
可
相
限
、
夏
□
平
麻
布
真
麻
ニ
可
相
限
事
。

　
　
　

但
、
御
供
之
節
ハ
臨
時
之
御
吟
味
茂
可
有
之
候
。

　

一
帯
は
自
織
小
倉
以
下
ニ
可
限
事
。

　

一
裃
□
麻
平
麻
布
ニ
可
相
限
候
事
［　

］
候
横
麻
之
分
、
来
亥
年
迄
可
相
改
。

　
　
　

但
、
竜
門
不
相
成
候

　

一
大
小
柄
糸
之
義
ハ
色
黒
ニ
可
相
限
、
其
外
［　

］
相
成
候
。

　

一
頭
巾
表
絹
類
紬
類
一
切
不
相
成
候
。

　

一
雪
駄
塗
下
駄
之
類
不
相
成
候
。
皮
緒
黒
ニ
可
相
限
事
。
婦
人
之
儀
は
男
子
之

　
　

通
ニ
可
相
心
得
、
雪
駄
草
履
□
下
駄
類
不
相
成
候
。
真
田
緒
不
相
成
候
。

　
　
　
　
〈
中
略
〉

　
　
　
　

御
足
軽

　

一
着
服
之
儀
は
大
体
御
歩
行
ニ
相
準
、
猶
以
質
素
ニ
可
致
候
事
。

　
　
　

但
し
紋
付
色
花
色
浅
キ
ニ
可
相
限
事
。

　

一
大
小
柄
糸
木
綿
糸
皮
ニ
当
暮
迄
ニ
可
相
改
事
。

　

一
袴
冬
は
木
綿
、
夏
ハ
麻
限
リ
可
申
。
但
し
無
地
ニ
可
致
候
事
。

　
　
　

但
、
是
迄
着
用
罷
有
候
木
綿
縞
之
分
当
分
不
苦
、
当
十
二
月
迄
無
地
ニ
可

　
　
　

相
改
候
。

　

一
雪
駄
不
相
成
事
右
之
外
御
歩
行
ニ
準
、
一
体
質
素
を
守
、
身
分
不
相
応
之
儀

　
　

無
之
様
可
致
候
。

　
　
　
　
〈
後
略
〉

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
歩
行
と
足
軽
の
衣
装
の
違
い
で
あ
る
。
歩
行
は
羽

織
・
袴
・
裃
に
つ
い
て
色
や
素
材
の
規
定
が
あ
る
が
、
足
軽
に
は
袴
の
規
定
し
か

な
い
。
ま
た
太
刀
と
脇
差
の
柄
糸
は
、
歩
行
は
黒
、
足
軽
は
木
綿
糸
と
あ
る
。
こ

こ
か
ら
歩
行
と
足
軽
の
容
姿
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
両
者
と
も
袴
を
着
用
し
、
大

小
の
刀
を
帯
び
る
。
た
だ
し
裃
を
着
る
の
は
歩
行
以
上
で
、
刀
の
柄
糸
の
違
い
で

身
分
が
判
明
し
た
。
磯
田
は
多
く
の
藩
の
事
例
か
ら
、
武
士
身
分
で
あ
る
歩
行
と

武
家
奉
公
人
で
あ
る
足
軽
の
容
姿
の
違
い
は
、
袴
着
用
の
有
無
と
指
摘
し
て
い
る

（５）
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が（
（（
（

、
秋
田
藩
の
場

合
、
そ
の
違
い
は

裃
着
用
の
有
無
に

あ
っ
た
こ
と
が
右

の
資
料
か
ら
分
か

る
。

　

次
に
明
治
三

年
「
陪
臣
家
筋
取

調
書
」
か
ら
、
明

治
維
新
を
迎
え
た

陪
臣
が
、
い
つ
直

臣
に
仕
え
た
の
か

を
〈
図
２
〉
に
示

す
。
ま
ず
近
進
を

見
る
と
、
近
進
は

佐
竹
氏
の
出
羽
移

封
前
の
常
陸
時
代

か
ら
仕
え
て
い
る

者
が
多
い
こ
と
が

分
か
る
。
数
字
を

あ
げ
る
と
出
羽
移
封
前
か
ら
の
由
緒
を
持
つ
近
進
は
全
体
の
二
二
．
四
㌫
を
占
め

る
。
次
に
歩
行
を
見
る
と
、
歩
行
は
近
世
後
期
の
取
り
立
て
が
多
く
、
と
り
わ
け

一
八
四
一
～
一
八
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
取
り
立
て
が
歩
行
全
体
の
二
八
．
五
㌫

を
占
め
る
。
こ
の
数
字
は
秋
田
藩
武
士
社
会
の
様
相
を
物
語
る
。
す
な
わ
ち
近
世

初
期
、
佐
竹
氏
の
軍
団
は
北
関
東
出
身
の
直
臣
と
同
地
出
身
の
近
進
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
出
羽
移
封
後
、
随
時
人
材
を
補
充
し
家
臣
団
を
形
成
し
た

の
で
あ
る
。

　
〈
図
２
〉
で
は
近
進
・
歩
行
と
も
に
幕
末
期
の
取
り
立
て
が
多
い
。
こ
れ
は
戊

辰
戦
争
の
軍
功
に
よ
り
取
り
立
て
ら
れ
た
結
果
で
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
以

降
取
り
立
て
ら
れ

た
人
数
は
、
近
進

が
四
五
名
、
歩
行

が
二
〇
名
に
の
ぼ

る
。

　

次
に
「
陪
臣
家

筋
取
調
書
」
の

デ
ー
タ
か
ら
、
茂

木
陪
臣
の
取
立
年

代
を
抽
出
し
〈
図

３
〉
に
示
す
。
茂

木
家
は
秋
田
藩
内

の
上
級
藩
士
（
引

渡
二
番
座
）
で
家

禄
は
二
一
八
七

石
、
近
世
を
通
じ

て
十
二
所
の
所
預

を
勤
め
た
。
し
か

し
茂
木
家
は
も
と

も
と
佐
竹
氏
の
家

臣
で
は
な
く
、
中
世
は
下
野
国
茂
木
（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
）
の
領
主
だ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
茂
木
陪
臣
の
う
ち
武
士
身
分
を
持
つ
近
進
に
は
、
古
い
由
緒
を

持
つ
者
が
お
り
、
建
武
年
間
に
取
り
立
て
ら
れ
た
塩
沢
家
を
筆
頭
に
八
家
が
中
世

に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。〈
図
３
〉
を
見
る
と
、
茂
木
家
の
近
進
は
中
世
に
取

り
立
て
ら
れ
た
八
家
を
基
幹
と
し
て
、
近
世
中
期
以
降
に
取
り
立
て
た
陪
臣
を
加

え
て
家
中
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
〈
図
３
〉
の
近
進
の
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
近
世
後
期
に
八
家
を
取
り
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
の
戊
辰
戦
争
の
軍
功
に
よ
り
取
り
立
て
ら
れ
た
者
は
三
名
に
過
ぎ

ず
、
残
り
五
名
は
戦
争
以
前
の
身
分
内
昇
進
だ
っ
た
。
こ
の
点
が
陪
臣
社
会
の
全

（６）
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体
像
と
若
干
異
な

る
。

　

次
に
〈
図
３
〉

の
歩
行
の
グ
ラ

フ
を
見
る
。
歩

行
の
取
り
立
て

が
一
番
多
い
の

は
一
七
二
一
～

一
七
五
〇
年
に
か

け
て
で
あ
り
、
実

は
こ
の
中
に
石
川

兵
左
衛
門
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　
〈
図
２
〉
と
〈
図

３
〉
を
比
較
す
る

と
、
中
世
以
来
の

近
進
に
、
近
世
中

期
以
降
に
取
り
立

て
ら
れ
た
近
進
が

加
わ
っ
て
家
臣
団

を
形
成
し
て
い
る
点
で
、
茂
木
家
中
は
秋
田
藩
陪
臣
社
会
の
標
準
的
な
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

続
い
て
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
か
ら
石
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
秋
田
藩
の
近
進

四
百
人
を
抽
出
し
、
石
高
と
取
立
年
代
の
相
関
表
を
〈
図
４
〉
に
示
す
。
相
関
値

は
△
0.17
で
、
グ
ラ
フ
に
回
帰
直
線
を
入
れ
る
と
緩
い
減
少
傾
向
を
示
す
。
こ
こ
か

ら
秋
田
藩
の
陪
臣
は
、
由
緒
の
古
い
陪
臣
が
高
禄
で
、
取
立
年
代
が
下
が
る
に
つ

れ
て
低
禄
の
陪
臣
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
か
ら
茂
木
陪
臣
を
抽
出
し
て
〈
図
５
〉
に
石
高
と

取
立
年
代
の
相
関
を
示
す
。
相
関
値
は
△
0.55
と
な
り
、
陪
臣
全
体
の
数
値
よ
り
負

の
傾
向
が
顕
著
に
な
る
。

〈
図
４
〉
と
〈
図
５
〉
の

分
布
図
の
回
帰
直
線
は

〈
図
５
〉
の
軌
跡
の
方
が

右
下
が
り
と
な
る
。
つ
ま

り
茂
木
陪
臣
は
由
緒
の
古

い
家
が
高
禄
を
は
む
傾
向

が
著
し
い
の
で
あ
る
。

　

取
立
年
代
の
古
い
高
禄

の
陪
臣
が
近
世
を
通
し
て

高
禄
で
あ
り
続
け
た
と
い

う
こ
と
は
、
茂
木
家
で
は

新
参
者
が
成
り
上
が
ら
な

い
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
言

い
換
え
る
と
茂
木
家
は
、

伝
統
と
格
式
を
重
ん
じ
、

安
定
し
た
家
中
を
形
成
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
　

三
　
主
家
移
動
の
実
際

　

こ
こ
で
茂
木
家
に
お
け
る
陪
臣
取
り
立
て
の
様
子
を
石
川
博
康
家
資
料
「
石
川

兵
左
衛
門
出
仕
覚
書
」（
（（
（

か
ら
見
る
。
こ
の
資
料
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に

茂
木
陪
臣
石
川
兵
左
衛
門
が
記
し
た
資
料
で
、
こ
こ
に
は
石
川
兵
左
衛
門
が
茂
木

陪
臣
と
な
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

	

①
明
年
殿
様
江
戸
御
登
被
仰
付
候
ニ
付
、
其
元
御
歩
行
ニ
被
召
出
候
段
、
役
人

（７）
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中
よ
り
被
仰
出
候
間
、
早
速
御
受
被
成
候
様
ニ
致
度
候
段
御
申
ニ
御
座
候
。
依

て
則
申
上
候
ハ
、
委
細
被
仰
付
候
趣
私
身
分
ニ
ハ
重
畳
有
難
仕
合
奉
存
候
。
則

御
受
仕
度
奉
存
候
得
共
、
御
存
之
通
②
主
人
茂
左
衛
門
方
え
右
之
子
細
申
聞
、

首
尾
能
暇
相
済
申
候
上
ハ
何
分
御
請
可
仕
段
申
上
候
。

																																								　
　
　
〈
文
中
傍
線
部
筆
者
〉

　

文
中
傍
線
部
①
の
殿
様
の
江
戸
登
り
と
は
、
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
藩
主
佐

竹
義
峰
の
参
勤
御
礼
の
た
め
茂
木
宮
内
が
江
戸
へ
参
府
す
る
こ
と
を
意
味
す
る（
（（
（

。

つ
ま
り
江
戸
参
府
御
用
を
勤
め
る
茂
木
宮
内
が
、
十
二
所
給
人
菊
地
茂
左
衛
門

の
家
臣
だ
っ
た
石
川
兵
左
衛
門
を
自
分
の
家
臣
に
欲
し
い
と
言
い
出
し
た
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、茂
木
宮
内
自
身
が
石
川
兵
左
衛
門
を
指
名
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

「
役
人
中
よ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
茂
木
家
中
の
人
物
が
兵
左
衛
門
を
家
臣
の

末
端
に
加
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
茂
木
家
か
ら
の
申
し
出
を
聞
い

た
石
川
兵
左
衛
門
の
最
初
の
答
え
は
、
傍
線
部
②
の
ご
と
く
主
人
菊
地
茂
左
衛
門

が
暇
を
許
可
し
て
く
れ
れ
ば
家
臣
に
な
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
資
料
の
続
き
を

読
む
。

　

	

夫
よ
り
内
え
罷
帰
リ
内
々
相
談
致
候
ハ
、
両
親
始
親
類
共
申
事
ニ
ハ
、
身
分
ニ

取
難
有
立
身
、
其
上
末
々
迄
も
案
塔
之
事
ニ
候
へ
共
、
数
代
主
人
之
事
ニ
候
ヘ

ハ
暇
願
も
六
ケ
敷
可
有
之
と
存
、
石
井
弥
市
右
衛
門
殿
御
頼
、
同
日
晩
御
同
人

申
入

　

兵
左
衛
門
は
帰
宅
後
、
両
親
と
親
類
に
相
談
す
る
。
彼
ら
は
兵
左
衛
門
の
立
身

を
喜
ん
だ
が
、
数
代
に
渡
っ
て
仕
え
た
菊
地
茂
左
衛
門
が
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
話

し
た
。

　

菊
地
茂
左
衛
門
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
分
限
帳
に
よ
る
と
七
〇
石
余
の

十
二
所
給
人
で
あ
る（
（（
（

。
菊
地
レ
ベ
ル
の
直
臣
が
抱
え
る
陪
臣
は
一
人
で
あ
る（

（（
（

。
つ

ま
り
主
人
で
あ
る
菊
地
に
と
っ
て
、
石
川
兵
左
衛
門
は
勝
手
知
っ
た
る
唯
一
の
家

臣
だ
っ
た
。
資
料
中
の
「
暇
願
も
六
ケ
敷
可
有
之
と
存
」、
つ
ま
り
兵
左
衛
門
を

手
放
す
こ
と
を
主
人
は
承
知
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
両
親
や
親
類
の
判
断
は
こ

こ
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
石
川
兵
左
衛
門
は
親
戚
の
石
井
弥
市
右
衛
門
へ
取
り
な
し
を
頼
ん
だ
。

　

資
料
の
続
き
を
読
む
と
、
石
井
弥
市
右
衛
門
は
「
存
も
不
寄
ル
願
、
早
速
ニ
ハ

相
成
リ
兼
申
候
間
、
兎
角
親
類
取
合
之
上
、
此
方
よ
り
様
子
可
致
」
と
述
べ
、
更

に
「
長
ケ
く
召
使
候
外
ニ
普
代
ニ
致
指
置
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
た
と
へ
如
何
様
之
願

ニ
而
も
相
済
堅
ク
可
有
是
」
と
話
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
相
談
を
受
け
た
石
井
弥

市
右
衛
門
も
、
石
川
兵
左
衛
門
が
茂
木
家
へ
移
る
の
は
無
理
だ
と
考
え
た
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
石
井
弥
市
右
衛
門
で
あ
る
が
、
藩
の
分
限
帳
に
は
出
て
こ
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
石
井
弥
市
右
衛
門
は
直
臣
で
は
な
く
、
十
二
所
に
い
る
本
藩
の
足

軽
、
も
し
く
は
い
ず
れ
か
の
十
二
所
給
人
の
陪
臣
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

		

資
料
の
続
き
を
読
む
と
、
石
川
兵
左
衛
門
は
茂
木
家
を
訪
れ
、
両
親
や
親
戚
に

相
談
し
た
が
、
主
人
か
ら
暇
を
も
ら
う
の
は
難
し
い
と
判
断
し
た
の
で
「
御
上
よ

り
旦
那
え
被
仰
付
候
様
ニ
」
す
な
わ
ち
茂
木
宮
内
が
菊
地
茂
左
衛
門
へ
話
し
を
つ

け
て
く
れ
な
い
か
と
願
い
出
る
。
こ
れ
に
対
し
茂
木
家
で
は
「
其
儀
ハ
御
障
り
共

有
之
候
」
と
断
っ
た
。
そ
こ
で
石
川
兵
左
衛
門
は
十
二
所
給
人
の
石
井
大
内
蔵
に

取
り
な
し
を
頼
む
。
石
井
大
内
蔵
は
五
四
石
余
の
十
二
所
の
直
臣
で
あ
る（
（（
（

。
石
井

大
内
蔵
は
菊
地
茂
左
衛
門
へ
の
説
得
を
承
諾
す
る
も
、
石
井
大
内
蔵
は
「
茂
左
衛

門
乍
慮
外
不
取
受
」
と
菊
地
は
断
る
に
違
い
な
い
と
話
し
た
。
だ
が
そ
の
後
石
井

は
「
成
程
茂
左
衛
門
存
寄
り
至
極
尤
成
ル
事
ニ
ハ
候
得
共
、
文
太
事
も
甚
タ
立
身

其
上
末
々
親
子
勤
等
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
重
々
案（
安
堵
（塔
之
事
相
見
得
候
上
は
願
之
通
り

早
速
暇
く
れ
指
出
ス
筈
」
と
話
し
た
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
文
太
で
あ
る
が
、
筆
者
は
文
太
が
菊
地
茂
左
衛
門
の
嫡
子
で

あ
る
と
判
断
す
る
。
と
い
う
の
は
、
秋
田
藩
で
は
家
督
相
続
前
の
嫡
子
に
二
人
扶

持
を
与
え
出
仕
さ
せ
る
制
度
を
取
っ
て
お
り
、
資
料
中
「
文
太
が
立
身
し
親
子
勤

を
す
る
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
石
井
大
内
蔵
は
「
菊
地
茂
左
衛
門
の

嫡
子
文
太
が
出
仕
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
茂
左
衛
門
は
暇
を
出
す
だ
ろ
う
」
と
判

断
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
川
が
出
仕
前
の
文
太
の
養
育
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

（８）
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「
石
川
兵
左
衛
門
出
仕
覚
書
」
は
前
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
右
の
や
り
と
り

が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
中
身
を
た
ど
っ
て
い
く
と
十
二
月

二
十
二
日
昼
と
出
て
く
る
。
こ
こ
か
ら
石
川
兵
左
衛
門
の
主
家
移
動
の
話
は
、
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
一
月
か
十
二
月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
資
料
で
は
、

こ
の
日
石
井
大
内
蔵
が
菊
地
茂
左
衛
門
を
訪
ね
、
石
川
兵
左
衛
門
に
暇
を
出
し
て

は
ど
う
か
と
説
得
し
て
い
る
。
石
井
か
ら
説
得
さ
れ
た
菊
地
茂
左
衛
門
は
、
翌

二
十
三
日
、
石
井
大
内
蔵
と
石
川
兵
左
衛
門
の
親
類
を
同
席
さ
せ
て
、
石
川
兵
左

衛
門
の
子
供
市
太
郎
を
菊
地
家
に
置
い
て
い
く
こ
と
を
条
件
に
兵
左
衛
門
に
暇
を

出
す
と
話
し
た
。

　

翌
二
十
四
日
朝
、
兵
左
衛
門
は
茂
木
家
を
訪
れ
、
主
人
か
ら
暇
が
許
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
す
る
。
茂
木
家
で
は
、
明
日
は
御
用
納
め
な
の
で
今
日
中
に
処
理
す
る

こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
明
け
て
一
月
二
十
日
に
出
仕
す
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た
。

　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
一
月
二
十
日
、
石
川
兵
左
衛
門
は
茂
木
家
の
三
人
扶

持
の
歩
行
と
な
る（
（（
（

。
そ
し
て
自
ら
の
主
家
移
動
の
一
件
を
記
し
た
「
石
川
兵
左
衛

門
出
仕
覚
書
」
を
書
き
上
げ
た
。
こ
の
資
料
で
注
目
す
べ
き
第
一
は
、
石
川
兵
左

衛
門
の
主
家
移
動
が
茂
木
家
側
か
ら
望
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
陪
臣
の
主
家
移
動
は
馘
首
さ
れ
た
陪
臣
が
次
の
主
人
に

仕
官
す
る
、
あ
た
か
も
浪
人
が
再
仕
官
す
る
よ
う
な
印
象
を
抱
い
て
き
た
。
し
か

し
、
石
川
兵
左
衛
門
の
主
家
移
動
は
浪
人
・
再
仕
官
と
は
異
な
り
、
先
方
か
ら
の

引
き
抜
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

注
目
す
べ
き
第
二
は
、
石
川
兵
左
衛
門
を
欲
す
る
茂
木
宮
内
と
手
放
し
た
く

な
い
菊
地
茂
左
衛
門
の
関
係
を
取
り
な
し
た
の
が
、
石
川
兵
左
衛
門
の
親
戚
や
、

十
二
所
給
人
石
井
大
内
蔵
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
川
兵
左
衛
門
と
石
井
大
内
蔵

の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
陪
臣
、
そ
れ
も
歩
行
と
い
う
身
分

の
低
い
武
士
で
あ
っ
て
も
、
親
戚
へ
の
相
談
、
親
戚
の
取
り
な
し
と
い
っ
た
武
家

社
会
の
慣
行
が
見
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

		

で
は
な
ぜ
茂
木
宮
内
は
菊
地
茂
左
衛
門
の
家
臣
だ
っ
た
石
川
兵
左
衛
門
を
自
ら

の
家
臣
に
加
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
糸
口
は
、
茂
木
宮
内
が
江

戸
参
府
御
用
を
勤
め
る
直
前
に
石
川
兵
左
衛
門
を
召
し
抱
え
た
こ
と
に
あ
る
。

　

実
は
石
川
博
康
家
資
料
三
四
点
中
、
武
芸
関
係
の
資
料
が
三
点
が
あ
る（
（（
（

。
こ
れ

は
同
家
が
武
芸
の
稽
古
に
励
ん
だ
証
拠
で
あ
る
。
歩
行
の
仕
事
は
屋
敷
の
警
備
や

主
人
が
外
出
し
た
際
の
供
奉
で
あ
る
。
そ
の
た
め
歩
行
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能

力
は
、
頑
健
・
強
壮
な
体
格
で
あ
り
武
芸
だ
っ
た
。

　

先
に
石
川
兵
左
衛
門
が
菊
地
茂
左
衛
門
の
嫡
子
文
太
の
養
育
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
事
実
に
武
芸
関
係
の
資
料
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
石
川

兵
左
衛
門
は
茂
木
宮
内
を
し
て
江
戸
参
府
御
用
に
歩
行
と
し
て
加
え
た
い
と
思
う

よ
う
な
武
芸
に
練
達
し
た
人
物
だ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

以
上
、
本
節
で
は
石
川
兵
左
衛
門
の
主
家
移
動
の
様
相
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ

で
分
か
る
こ
と
は
、
歩
行
は
個
人
単
体
で
主
人
に
仕
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

菊
地
家
に
数
代
に
渡
っ
て
奉
公
し
て
い
た
こ
と
か
ら
移
籍
は
難
し
い
と
判
断
し
た

両
親
の
発
言
や
、
出
処
進
退
を
と
り
な
し
た
親
戚
の
存
在
か
ら
、
武
士
社
会
の
根

幹
を
な
す「
家
」の
論
理
が
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
だ
が
歩
行
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
は
、
由
緒
以
上
に
個
人
の
持
つ
武
芸
の
資
質
や
体
格
で
あ
っ
た
。

磯
田
道
史
は
、
近
世
大
名
家
臣
団
に
お
け
る
直
臣
の
歩
行
は
、
家
柄
よ
り
も
個
人

的
な
資
質
・
能
力
の
方
が
重
視
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が（
（（
（

、
こ
れ
は
秋
田
藩
茂
木

陪
臣
歩
行
で
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　
　

四
　
系
図
復
元
か
ら
見
え
る
も
の

　

石
川
博
康
家
資
料
と
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
か
ら
同
家

の
系
図
を
復
元
す
る
。〈
図
６
〉
石
川
家
は
代
々
家
督
相
続
前
は
兵
吉
、
相
続
後

は
兵
左
衛
門
と
名
乗
っ
て
い
る
の
で
〈
図
６
〉
中
の
石
川
兵
左
衛
門
に
は
便
宜
的

に
数
字
を
ふ
っ
た
。
ま
た
過
去
帳
に
は
女
性
の
実
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
戒
名

の
み
の
記
載
と
な
っ
た
。
筆
者
は
こ
の
系
図
か
ら
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

　

第
一
は
、
工
藤
重
兵
衛
家
と
の
婚
姻
で
あ
る
。
工
藤
重
兵
衛
は
茂
木
陪
臣
で
は

な
く
十
二
所
に
住
む
本
藩
の
足
軽
で
あ
る（
（（
（

。
十
二
所
に
は
一
〇
石
取
り
の
足
軽
が

一
四
人
、
七
石
取
り
の
足
軽
が
三
六
人
が
い
た
が（
（（
（

、
こ
の
う
ち
工
藤
重
兵
衛
家
は

一
〇
石
の
足
軽
だ
っ
た（
（（
（

。
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
女
性
の
実
家
が
判
明
す
る

（９）
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の
は
工
藤
重
兵
衛
家
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
は
興
味
深
い
。
筆
者
は
旧
稿
に

お
い
て
、
陪
臣
の
家
は
陪
臣
同
士
で
婚
姻
と
養
子
縁
組
を
結
ぶ
と
述
べ
た
が（
（（
（

、
こ

の
事
例
は
直
臣
と
陪
臣
を
越
え
て
身
分
の
低
い
家
同
士
が
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
伊
勢
家
の
創
始
に
つ
い
て
で
あ
る
。〈
図
６
〉
中
、
第
四
代
石
川
兵

左
衛
門
の
姉
妹
の
心
安
妙
意
信
女
と
釈
尼
妙
智
不
退
に
つ
い
て
、
過
去
帳
に
は
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

天
保
五
午
八
月
十
九
日

　
　

心
安
妙
意
信
女　

行
年
三
十
七
歳　

此
人
石
川
家
之
妹
娘

　
　
　
　
　
　
　
　

姉
娘
御
奉
公
ニ
出
候
ニ
付
妹
家
相
立
、
姉
別
家
伊
勢
名
の
る

　

嘉
永
五
子
四
月
十
九
日

　
　

釈
尼
妙
智
不
退　

行
年
五
十
九
歳　

此
人
石
川
兵
左
衛
門
姉
娘　

　
　
　
　
　
　
　
　

御
奉
公
被
召
出
長
く
之
年
功
依
て
御
歩
行
ニ
嘉
永
三
戌
年
被

　
　
　
　
　
　
　
　

召
立
石
川
家
ノ
嫡
子　

伊
勢
勘
兵
衛
相
立

（10）

「石川家過去帳」（石川博康家資料 2）・「伊勢家過去帳」（同資料 3）・「旧茂木陪臣
取調書」（同資料5）・「遺跡願」（同資料11）・「相続人貰受届」（同資料12）・「改名願」（同
資料 13）・「実名花押」（同資料 14）・秋田県公文書館所蔵「士族卒明細短冊	13」
（930103-11525）・「同	14」（903-103-11526）・同館所蔵「卒家譜	44」（930103-11494）
より作成
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こ
こ
に
姉
の
釈
尼
妙
智
不
退
は
奉
公
先
で
永
年
勤
続
が
認
め
ら
れ
、
伊
勢
家
を

立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
あ
る
。
伊
勢
家
は
石
川
家
同
様
茂
木
陪
臣
の
歩
行
を

勤
め
た
家
で
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
に
記
載
が
あ
る（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
釈
尼
妙
智
不
退

の
奉
公
先
は
十
二
所
所
預
茂
木
家
で
、
奉
公
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
て
陪
臣
の
家
が
新

た
に
興
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
記
載
を
見
る
と
、
姉
が
奉
公
に
出

た
こ
と
で
妹
が
家
を
立
て
た
と
あ
る
。「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
を
見
る
と
、
石
川

兵
左
衛
門
は
養
子
で
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
時
点
で
七
四
歳
と
あ
る（
（（
（

。
こ
こ

か
ら
兵
左
衛
門
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
生
ま
れ
の
心
安
妙
意
信
女
と
の
間
に
で
き
た
嫡
子
を
姉

の
養
子
伊
勢
勘
兵
衛
に
し
た
、
と
す
る
と
筋
道
が
通
る
。
過
去
帳
を
見
る
と
、
伊

勢
勘
兵
衛
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
十
七
日
に
四
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
伊
勢
勘
兵
衛
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
生
ま
れ
で
、
石
川

兵
左
衛
門
が
二
一
歳
の
時
の
子
供
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
兵
左
衛
門
が
嫡

子
を
養
子
に
差
し
出
し
た
時
点
で
は
、
石
川
家
は
先
代
の
石
川
兵
左
衛
門
（
雪
山

道
風
信
士
）
が
存
命
で
あ
り
、
先
代
が
当
主
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
家
督
相
続
前

の
石
川
兵
左
衛
門
の
嫡
子
が
、
妻
の
姉
の
功
績
に
よ
り
、
伊
勢
家
当
主
と
し
て
取

り
立
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
女
性
の
働
き
に
よ
り
新
た
に
陪
臣
の
家
が

興
さ
れ
、
親
戚
筋
の
家
か
ら
当
主
が
迎
え
ら
れ
た
事
例
は
、
秋
田
藩
内
で
は
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
姉
と
妹
で
は
戒
名
が
異
な
り
、
宗
旨
を
調
べ
る
と
石
川
家
は
禅
宗
長
興

寺
、
伊
勢
家
は
一
向
宗
本
光
寺
で
あ
る（
（（
（

。
伊
勢
家
当
主
は
石
川
家
か
ら
迎
え
ら
れ

て
創
始
さ
れ
な
が
ら
も
檀
那
寺
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
伊
勢
家
は
全
く
新

し
い
家
と
し
て
創
出
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

		

第
三
は
、
新
た
に
創
出
さ
れ
た
伊
勢
家
が
石
川
家
の
親
戚
筋
の
家
と
な
り
、
石

川
家
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
二
つ

の
点
か
ら
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
伊
勢
家
の
婚
姻
関
係
が
石
川
家
と
同
じ
く
工
藤

重
兵
衛
家
だ
っ
た
点
あ
る
。
二
つ
は
伊
勢
家
の
関
係
書
類
が
石
川
博
康
家
に
伝
存

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
歩
行
と
い
う
身
分
の
低
い
陪
臣
で
あ
っ
て
も
同
じ

階
層
の
親
戚
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
　

五
　
秋
田
藩
武
家
社
会
終
焉
時
の
茂
木
陪
臣

　

最
後
に
直
臣
と
陪
臣
の
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
手
法
と
し
て
、
明
治

時
代
に
創
設
さ
れ
た
新
た
な
身
分
制
度
に
、
石
川
兵
左
衛
門
や
そ
の
他
の
茂
木
陪

臣
が
ど
こ
に
編
入
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
明
治
政
府
は
、そ
れ
ま
で
の
「
士
農
工
商
」
を
廃
止
し
、

新
た
に
「
華
族
・
士
族
・
卒
族
・
平
民
」
の
身
分
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
打
ち
出

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
江
戸
時
代
に
武
士
だ
っ
た
者
は
士
族
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
直
臣
の
場
合
で
、
陪
臣
は
士
族
と
卒
族
に
振
り
分
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
石
川
兵
左
衛
門
は
卒
族
に
編
入
さ
れ
士
族
に
な
れ
な
か
っ
た
。

　

秋
田
藩
士
の
士
族
・
卒
族
振
り
分
け
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月

二
十
六
日
「
藩
政
改
革
条
目
並
執
達
」
で
打
ち
出
さ
れ
た（
（（
（

。

　

一	

四
家
・
引
渡
・
廻
座
・
近
進
等
之
称
号
・
家
格
を
廃
し
、
御
苗
字
の
面
々
よ

り
下
士
に
至
る
迄
士
族
と
称
し
、
上
士
・
中
士
・
下
士
と
三
等
に
被
定
置
、

座
列
三
等
之
順
席
に
可
従
事
。

　

一	

御
附
人
の
分
連
綿
相
続
、
家
筋
の
者
中
士
に
被
召
出
、
御
宛
行
当
高
十
七
石
、

元
小
役
銀
付
を
以
て
可
被
下
置
候
事
。

　

一	

陪
臣
下
士
に
被
召
出
、
御
宛
行
蔵
米
軽
升
八
石
被
下
置
候
事
。

　

一	

歩
行
以
下
従
前
足
軽
譜
代
連
綿
の
者
に
限
り
卒
族
に
被
召
出
、
在
住
に
て
七

石
宛
可
被
下
置
候
事
。

　

一	

陪
臣
と
も
是
迄
の
等
級
に
寄
被
召
出
差
等
有
之
候
に
付
、
精
々
吟
味
の
上
可

申
立
。
万
一
如
何
の
取
調
有
之
候
て
は
屹
度
可
被
及
沙
汰
候
事
。

　　

簡
単
に
言
う
と
、
直
臣
は
士
族
（
上
士
・
中
士
・
下
士
の
三
等
級
に
分
か
れ
る
）、

陪
臣
も
士
族
（
た
だ
し
附
人
は
中
士
、
近
進
以
上
は
下
士
）、
歩
行
・
足
軽
は
永

年
主
人
に
仕
え
て
い
る
者
に
限
り
卒
族
と
す
る
、
と
あ
る
。

　

秋
田
藩
で
は
こ
の
執
達
の
後
、
直
臣
か
ら
戊
辰
戦
争
の
軍
功
取
調
書
を
提
出
さ

（11）
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せ
、
ま
た
翌
三
年
に
は
直
臣
か
ら
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
を
提
出
さ
せ
て
、
陪
臣

を
中
士
・
下
士
・
卒
族
に
振
り
分
け
る
作
業
を
行
っ
た
。

　

茂
木
陪
臣
が
ど
の
よ
う
に
振
り
分
け
ら
れ
た
の
か
を
〈
表
３
〉
に
示
す
。
表
中

の
人
名
は
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
に
記
載
の
あ
る
人
物
で
、
近
進
四
〇
人
、
近
進

待
遇
の
手
医
四
人
、
近
進
並
三
人
、
一
代
近
進
並
五
人
、
歩
行
六
人
、
足
軽
四
人

の
計
六
二
人
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
士
族
と
卒
族
に
編
入
し
た
状
況
に

つ
い
て
は
「
元
陪
従
永
世
士
族
抱
取
調
元
陪
従
永
世
卒
抱
取
調
元
陪
従
士
年
限
抱

取
調
他
（
（（
（

」
に
従
っ
て
ラ
ン
ク
づ
け
た
。
ラ
ン
ク
づ
け
の
凡
例
は
〈
表
４
〉
に
示
す
。

そ
の
結
果
、
近
進
と
手
医
は
確
認
で
き
た
四
二
名
中
四
〇
名
が
士
族
、
近
進
並
以

下
は
確
認
で
き
た
全
員
が
卒
族
だ
っ
た
。
こ
れ
は
近
進
と
手
医
以
上
が
武
士
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
出
身
階
層
が
近
進
な
が
ら
も
卒
族
に
編

入
さ
れ
た
草
野
富
太
郎
と
佐
藤
慶
太
郎
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
近
進
に
昇

進
し
た
人
物
で
、
も
と
も
と
草
野
は
郷
士
、
佐
藤
は
歩
行
だ
っ
た
。
№
四
五
石
川

兵
左
衛
門
か
ら
№
五
二
伊
勢
健
治
ま
で
は
近
進
並
と
一
代
近
進
並
で
、
い
ず
れ
も

慶
応
四
年
と
翌
明
治
二
年
に
歩
行
か
ら
昇
進
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
〈
表
３
〉
を

見
る
と
、
幕
末
戊
辰
戦
争
時
に
昇
進
し
た
人
物
は
、
皆
士
族
に
編
入
さ
れ
て
い
な

（12）

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

身　分
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
近進
手医
手医
手医
手医
近進並
近進並
近進並
一代近進並
一代近進並
一代近進並
一代近進並
一代近進並
歩行
歩行
歩行
歩行
歩行
歩行
足軽
足軽
足軽
足軽

名　　前
塩沢良太郎
町井藤太郎
赤上　清
関　新太郎
小野七右衛門
下戸前周助
小嶋忠治
川連小隼人
川又久馬
田谷沖負
平沢四郎右衛門
赤平勇記
小山弁治
松沢正治
諏訪八郎右衛門
塩沢順治
小嶋善之丞
小野順之助
羽沢誠之助
関　新蔵
町井寿光治
小野勇治
早坂五左衛門
佐賀源吾
田中武治
照井健蔵
米山寅之助
東海林忠蔵
高橋倹之進
武田三祐
出川　勤
藤沢　勇
藤村宮作
松下文太郎
佐藤謙吉
伊東亀八郎
金田小太郎
草野富太郎
松坂武助
佐藤慶太郎
吉田梅庵
武田養安
武田三修
千葉元策
石川兵左衛門
小沢喜兵衛
佐藤清四郎
長岡平八郎
佐藤市左衛門
芳賀喜右衛門
工藤武之助
伊勢健治
佐藤虎之助
長岡小太郎
工藤平助
芳賀鶴蔵
千葉金治
中山富治
政蔵
（高橋）巳之助
（瀬川）助太郎
（佐藤）庄七

禄高（石）
89
60.4
65.4
67.95
84
69

27.73
27.73
53.2
20
25

46.75
25

33.233
25

38.28
23.853
46.903
40.234
36.233
20.73
25

20.73
20.73
20.73
31.98
13.82
20.73
33.233
21.52
20.73
20.73
33.233
73.753
34.8
20.78
13.82
0.005
30

0.005
34

43.48
7.5
13.85
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
4.95
4.95
4.65
4.65
4.65
4.65

扶持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
3
　
　
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
　
　
　
　
　
　

登用年
建武年中
貞和年中
中世
天正年中
寛永 5
享保 15
中世
中世
中世
天正年中
元和 4
延宝 2
永年
元禄 6
延享 2
元治元
明和 2
宝暦 3
天明 2
文化 2
文政 3
文久元
延享 3
延享 3
元禄 12
元禄 13
元禄 13
享保年中
宝暦年中
慶応 4
天明 8
寛政 2
文政 6
天保 12
嘉永 3
嘉永 6
天保 10
慶応 4
宝暦 2
慶応 4
延享元
天保 11
明和年中
文久 2
明治 2
慶応 4
慶応 4
慶応 4
慶応 4
慶応 4
慶応 4
慶応 4
永年
永年
永年
永年
寛延 3
安永 9
明和年中
文化年中
安政年中
慶応 4

ランク
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
　
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｂ
　
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｉ

　
　
　
Ｌ
Ｌ

Ｊ
Ｊ
Ｌ

軍功賞典
　
　
　
　
　
　
軍功賞典 1人扶持
軍功賞典 1人扶持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍功賞典 1人扶持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈表 3〉茂木陪臣一覧
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い
。
そ
こ
か
ら
秋
田
藩
に
お
け
る
陪
臣
の
士
族
・
卒
族
振
り
分
け
の
論
理
は
、
江

戸
時
代
に
武
士
と
し
て
扱
わ
れ
た
か
否
か
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。言
い
換
え
る
と
、

明
治
時
代
の
新
身
分
創
出
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
戊
辰
戦
争
以
前

の
出
身
階
層
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

石
川
兵
左
衛
門
の
卒
族
編
入
の
通
知
状
を
見
る（
（（
（

。

　
　

草
野
冨
太
郎
・
佐
藤
慶
太
郎
・
石
川
兵
左
衛
門
・
小
沢
喜
兵
衛
・
佐
藤
市
左

　
　

衛
門
・
長
岡
平
八
郎
・
芳
賀
吉
右
衛
門
・
工
藤
直
之
助
・
工
藤
政
蔵

　

右
九
名
今
般
御
取
調
之
旨
有
之
、
卒
ニ
被
召
立
、
御
宛
行
軽
升
米
五
石
四
斗
宛

　

被
下
置
、
大
炮
方
へ
被
入
置
、
郷
長
附
属
被
仰
付
之
事

　
　
　

明
治
四
年
辛　
　

未
七
月
廿
四
日

　

こ
の
資
料
か
ら
、
石
川
兵
左
衛
門
へ
の
卒
族
編
入
の
通
達
は
、
江
戸
時
代
に
歩

行
を
勤
め
て
い
た
人
た
ち
全
員
の
名
前
が
併
記
さ
れ
た
文
書
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

（13）

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

人　　　名
茂木筑後
城　縫殿助（兵庫助）
石井藤右衛門
岡本大内蔵
大森内蔵助
菊地数之助
高宮治左衛門
沢尻市之丞
菅生数馬（四郎左衛門）
吉成九右衛門
谷田部久右衛門
石井辰蔵
鈴木助十郎
月居東馬（山蔵）
佐谷内蔵丞
谷田部三吉
谷田部多記
岡本政治
菊地順之助
高宮七治
小川平太
石井忠右衛門
塩谷彦五郎
石井此面（深美）
秦　佐五郎
曲木兵部（九八）
城　権六
月居楨助
佐藤竹治
月居清之助（真澄）
和田武之丞（秋平）
秦　沖之助
忍　永之助
曲木専右衛門
成田又右衛門
佐藤孫四郎
忍　菊吉
武田富蔵
月居才助
佐藤角之助
石川三治（武左衛門）
糸井太郎右衛門
菅生武右衛門
忍　市兵衛
中山仲助
蛭田謹市（順治）

近世の身分
所預
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人

生存・討死
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
戦死
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
戦死
戦死
戦死
戦死
戦死
戦死
戦死
生存
生存
生存
生存
生存
生存

恩賞（第１回審査）
感状・刀・銀70枚
紋付裃・銀 7枚
紋付裃・銀 7枚
紋付裃・銀 10 枚
紋付裃・銀 5枚
紋付裃・銀 7枚
紋付裃・銀 3枚
紋付裃・銀 3枚
紋付裃・銀 3枚
銀 5枚
銀 5枚
紋付裃・銀 3枚
銀 7枚
銀 7枚
紋付裃・銀 5枚
紋付裃・銀 3枚
紋付裃・銀 10 枚
紋付裃・銀 10 枚
10 石
銀 7枚
銀 7枚
銀 7枚
紋付裃・銀 3枚
銀 3枚
銀 3枚
紋付裃・銀 3枚
紋付裃
銀 3枚
銀 7枚
銀 7枚
銀 3枚
銀 3枚
銀 3枚
10 石
10 石
10 石
10 石
10 石
10 石
10 石
中士・3人扶持
　
　
　
　

恩賞（第２回審査）
感状・刀・銀70枚
刀
刀
3石
刀
刀
刀
刀
　
銀 7枚
刀
　
銀 7枚
銀 7枚
刀
銀 3枚
　
3石
2石
刀
刀
刀
紋付裃・銀3枚・刀
　
銀 7枚
刀
小銃
刀
銀 7枚
刀
小銃
銀 3枚
銀 3枚
2石
2石
2石
2石
2石
2石
2石
中士・16 石
小銃
小銃
小銃
小銃
小銃

〈表 5〉十二所給人・茂木陪臣などの恩賞一覧

ランク
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ

確定身分
士族
卒族
士族
士族
士族
士族
士族
卒族
卒族
卒族
卒族
卒族

給与の期限
永世
永世
10 年間
7年間
5年間
3年間
2年間
10 年間
7年間
5年間
3年間
2年間

身分確定の条件
文化2年の系図改めで藩から認められた筋目の正しい者
往古より世襲の卒として仕えた家筋の者
元武士で50年以上の家筋の者
元武士で30年以上の家筋の者
元武士で10年以上の家筋の者
元武士で10年以下の家筋の者
元武士で3年以下の家筋の者
元卒で50年以上の家筋の者
元卒で30年以上の家筋の者
元卒で10年以上の家筋の者
元卒で10年以下の家筋の者
元卒で3年以下の家筋の者

〈表3〉の人数
35人
8人
0人
0人
2人
3人
0人
1人
1人
2人
0人
3人

〈表 4〉士族・卒族のランクと身分確定の条件

秋田県公文書館「元陪従永世士族抱取調元陪従永世卒抱取調元陪従士年限抱取調他」（A317-83）
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る
。
個
人
名
宛
に
出
さ
れ
た
通
達
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
士
族
よ
り
低
い
身
分
と
さ

れ
た
こ
と
を
十
分
に
物
語
る
。

　

石
川
兵
左
衛
門
の
よ
う
に
戊
辰
戦
争
の
軍
功
に
よ
り
歩
行
か
ら
近
進
並
や
一
代

近
進
並
に
な
る
も
、
士
族
に
な
れ
な
か
っ
た
の
が
現
実
だ
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も

戊
辰
戦
争
の
軍
功
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
た
秋
田
藩
士
へ
の
恩
賞
下
賜
は
、
大
き
く
分
け
て
、
戦
中
・

戦
後
す
ぐ
、
明
治
二
年
、
明
治
四
年
の
三
回
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
戦
中
・
戦

後
す
ぐ
は
、
戦
争
中
に
手
柄
を
立
て
た
藩
士
に
対
し
て
即
座
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
石
川
博
康
家
資
料
に
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
に
下
賜
さ
れ

た
恩
賞
の
沙
汰
書
が
残
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

				　

諸
藩
手
負
人
数
え

　

一
金
三
両

　

一
毛
布
一

　
　

	

当
春
以
来
多
少
之
戦
争
艱
難
ニ
依
て
、
弾
丸
之
疵
剣
を
受
候
段
痛
憐
憫
被
思

召
、
依
之
為
慰
病
臥
被
下
賜
候
事
。

　
　
　

辰
十
一
月

　
　
　
　

総
督
府

　

こ
の
資
料
は
石
川
兵
左
衛
門
の
花
押
が
書
か
れ
た
包
紙
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
石
川
が
こ
の
資
料
を
大
切
に
保
管
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
金
三
両
と
毛
布

下
賜
を
名
誉
と
考
え
た
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

　

秋
田
藩
が
大
規
模
な
恩
賞
下
賜
を
行
っ
た
の
は
明
治
二
年
で
あ
る
。
そ
の
際
、

藩
は
戦
争
中
に
各
部
隊
を
率
い
た
軍
将
か
ら
部
下
の
名
前
と
軍
功
を
記
し
た
「
軍

功
書
き
上
げ
」
を
提
出
さ
せ
、
藩
庁
で
審
査
し
恩
賞
下
賜
の
沙
汰
を
行
っ
た
。
更

に
、
こ
の
決
定
は
二
年
後
の
明
治
四
年
に
改
定
さ
れ
、
藩
で
再
審
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
再
審
査
を
も
っ
て
最
終
的
に
恩
賞
が
決
定
し
た
。

　

恩
賞
の
審
査
に
用
い
ら
れ
た
軍
功
の
一
覧
か
ら
十
二
所
の
直
臣
・
陪
臣
を
抽
出

し
〈
表
５
〉
で
示
す
。
第
一
回
の
審
査
で
は
、
軍
功
を
あ
げ
た
直
臣
の
生
存
者
に

は
紋
付
裃
に
銀
、
直
臣
の
戦
死
者
に
は
一
〇
石
の
加
増
、
ま
た
本
藩
の
十
二
所
足

軽
の
戦
死
者
に
は
苗
字
御
免
と
い
う
恩
賞
が
下
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
四
年
の

再
審
査
で
は
、
恩
賞
が
減
ら
さ
れ
る
人
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
紋
付
裃
や
銀
の
恩

賞
の
沙
汰
が
下
っ
た
三
四
人
の
う
ち
一
四
人
が
刀
の
下
賜
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま

た
戦
死
者
が
出
た
家
に
出
さ
れ
る
は
ず
の
一
〇
石
の
恩
賞
も
二
石
に
減
ら
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
明
治
二
年
の
審
査
に
は
名
前
が
あ
が
っ
て
い
な
い

二
七
名
に
恩
賞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
「
一
部
の
人
に
手
厚
く
」
と
い

（14）

No.
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72

人　　　名
大森強右（左）衛門（源治）
佐藤伝太（右門）
月居半左衛門
秦　永太郎
奈良勝蔵
佐藤修蔵
奈良与市
武田金兵衛
武田孫六郎
斎藤多左衛門
武田惣治
奈良新助
渡辺多助
松之助
内蔵吉
宇吉郎
藤村新吉
小嶋　桂
羽沢半蔵
川連豊吉
関　新蔵
小山弁治
赤上　清
佐藤堅吉
畠山三平
柳沢寅之助

近世の身分
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所給人
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所卒
十二所足軽
十二所足軽
十二所足軽
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
茂木陪臣
秦	佐五郎陪臣
塩谷彦五郎陪臣

生存・討死
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
生存
戦死
戦死
戦死
廃人
戦死
戦死
戦死
生存
生存
生存
生存
戦死
生存

恩賞（第１回審査）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗字御免・1人扶持
苗字御免・2人扶持
苗字御免・3人扶持
2人扶持
　
　
　
　
　
　
3人扶持5ヶ年
　

恩賞（第２回審査）
小銃
小銃
生涯2人扶持・脇差
刀
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
士族召立・8石
　
　
親代より士族召立・8石
1人扶持
1人扶持
1人扶持
銀3枚
銀3枚
銀5枚
3人扶持10ヶ年
1人扶持
2人扶持

秋田県公文書館「軍功取調二」（県Ａ -237-2）、「軍功賞典一」（県Ａ -226-1）、「軍功
賞典録二」（県Ａ -226-2）「軍功賞典録三」（県Ａ -226-3）より作成
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う
恩
賞
が
「
多
く
の
人
に
薄
く
」
と
い
う
具
合
に
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
注

目
し
た
い
の
は
、
恩
賞
は
藩
士
の
身
分
に
よ
っ
て
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
点
で
あ

る
。
例
え
ば
戦
死
者
を
見
る
と
、
直
臣
に
は
二
石
、
茂
木
陪
臣
は
一
人
扶
持
の
恩

賞
と
な
っ
て
い
る
。
一
人
扶
持
と
は
一
日
に
現
米
五
合
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

禄
の
加
増
と
は
異
な
り
軽
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
恩
賞
下
賜
に
あ
ず
か
る
人
数
も

十
二
所
の
直
臣
と
茂
木
陪
臣
と
で
は
、
圧
倒
的
に
茂
木
陪
臣
が
少
な
い
。

　

こ
の
直
臣
と
陪
臣
の
決
定
的
な
差
は
、
近
世
の
武
士
身
分
内
格
差
そ
の
も
の
で

あ
る
。
戊
辰
戦
争
時
、
十
二
所
は
盛
岡
藩
兵
の
攻
撃
を
受
け
、
所
預
茂
木
弥
三
郎

以
下
十
二
所
給
人
は
十
二
所
か
ら
撤
退
し
、
扇
田
村
（
大
館
市
扇
田
）
で
激
戦
を

展
開
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
卒
で
も
士
族
に
編
入
さ
れ
た
の
は
本
藩
の
卒
ば
か
り

で
、
石
川
兵
左
衛
門
の
よ
う
な
茂
木
陪
臣
の
歩
行
は
卒
族
に
編
入
さ
れ
た
。

　

従
っ
て
江
戸
時
代
の
秋
田
藩
士
の
直
臣
と
陪
臣
の
身
分
内
差
別
は
、
そ
の
ま
ま

明
治
時
代
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
秋
田
藩
陪
臣
社
会
に
磯
田
道
史
が
論
じ
た
直
臣
の
三
層
構
造
（
磯
田

モ
デ
ル
）
は
あ
て
は
ま
り
、
ま
た
、
仕
官
・
浪
人
・
再
仕
官
を
繰
り
返
す
旗
本
用

人
の
よ
う
な
存
在
は
普
遍
化
で
き
る
と
し
た
宮
地
予
想
は
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
秋
田
藩
陪
臣
の
仕
官
・
浪
人
・
再
仕
官
の
実
際
、
歩
行

世
襲
化
の
様
相
、
そ
し
て
直
臣
と
陪
臣
の
身
分
内
差
別
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

そ
の
結
果
、
以
下
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
一
は
陪
臣
の
仕
官
・
浪
人
・
再
仕
官
の
様
相
で
あ
る
。
茂
木
陪
臣
歩
行
石
川

兵
左
衛
門
が
、
十
二
所
給
人
菊
地
茂
左
衛
門
家
か
ら
移
籍
す
る
事
例
か
ら
分
か
る

こ
と
は
、
陪
臣
の
主
家
移
動
は
仕
官
―
浪
人
―
再
仕
官
と
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど
る

者
ば
か
り
で
な
く
、
先
方
か
ら
の
引
き
抜
き
に
よ
る
者
も
存
在
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
事
例
で
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
二
月
、
十
二
所
給
人
菊
地
陪

臣
だ
っ
た
石
川
兵
左
衛
門
が
所
預
茂
木
宮
内
に
請
わ
れ
て
茂
木
陪
臣
歩
行
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
石
川
兵
左
衛
門
の
進
退
に
彼
の
親
戚
が
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
親
戚
た
ち
は
、
移
籍
の
話
が
出
た
当
初
「
代
々
菊
地
家
に
仕

え
て
い
る
の
で
無
理
で
あ
ろ
う
」
と
判
断
し
た
が
、
結
局
彼
ら
が
種
々
取
り
な
し

た
結
果
、
移
籍
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
。
こ
の
「
代
々
仕
え
て
い
る
」
と
い
う
言

葉
が
、
世
襲
化
し
た
歩
行
の
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
身
分
的
周
縁
研
究
会
は
陪

臣
の
存
在
を
武
士
身
分
と
農
工
商
身
分
の
身
分
的
中
間
層
、
境
界
的
身
分
と
位
置

づ
け
て
お
り
、
ま
た
筆
者
は
旧
稿
で
陪
臣
の
歩
行
は
、
武
士
身
分
で
あ
る
が
奉
公

人
の
扱
い
を
受
け
る
と
述
べ
た
。
陪
臣
の
歩
行
は
武
士
社
会
の
末
端
に
位
置
す
る

存
在
で
あ
る
が
、
石
川
兵
左
衛
門
の
主
家
移
動
の
事
例
か
ら
、
そ
の
出
処
進
退
は

武
家
奉
公
人
と
い
う
よ
り
「
家
」
の
論
理
を
持
つ
武
士
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
石
川
家
の
系
図
を
復
元
し
た
こ
と
で
、
歩
行
の
世
襲
化
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
石
川
家
は
初
代
兵
左
衛
門
が
茂
木
陪
臣
歩
行
と
な
っ
て
か
ら
五

代
を
経
た
後
に
明
治
時
代
と
な
っ
た
。
こ
の
間
十
二
所
卒
の
工
藤
家
と
婚
姻
関
係

を
結
び
、
か
つ
三
代
目
兵
左
衛
門
の
娘
が
茂
木
家
へ
奉
公
に
出
て
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
て
伊
勢
家
が
創
始
さ
れ
、
五
代
目
兵
左
衛
門
の
嫡
子
が
伊
勢
家
の
当
主

と
な
っ
た
。
陪
臣
歩
行
の
家
か
ら
陪
臣
歩
行
の
家
が
興
さ
れ
る
事
例
を
こ
こ
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
は
直
臣
と
陪
臣
の
差
別
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
時
代
の
士
族
・
卒

族
振
り
分
け
の
問
題
か
ら
逆
説
的
に
論
じ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
新
し

い
身
分
制
度
の
創
出
時
に
陪
臣
は
士
族
と
卒
族
に
振
り
分
け
ら
れ
、
石
川
兵
左
衛

門
ら
茂
木
陪
臣
の
歩
行
は
卒
族
に
編
入
さ
れ
た
。
一
方
で
、
本
藩
の
卒
八
名
を
見

る
と
戊
辰
戦
争
の
軍
功
が
認
め
ら
れ
て
士
族
に
編
入
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
士
族
・

卒
族
振
り
分
け
の
論
理
は
、戊
辰
戦
争
の
軍
功
よ
り
江
戸
時
代
の
出
自
に
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
戊
辰
戦
争
は
、
下
級
陪
臣
に
と
っ
て
身
分
上
昇
を
成
し
遂
げ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
江
戸
時
代
の
身
分
差
が
そ
の
ま
ま
明
治

時
代
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

江
戸
時
代
十
二
所
は
給
人
と
茂
木
陪
臣
の
身
分
差
と
経
済
格
差
が
一
致
し
な
い

と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
は
っ
き
り
と
士
族
・
卒
族
に
線
を
引
か

れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
顕
然
と
し
な
い
な
が
ら
も
差
別
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺

（15）
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え
る
。

　
　

註

（
１	

）
磯
田
道
史
『
近
世
大
名
家
臣
団
の
社
会
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
）

（
２	

）
宮
地
正
人
「
幕
末
旗
本
用
人
論
―
江
戸
都
市
論
に
旗
本
社
会
を
ど
う
組
み
込

む
か
―
」（
福
地
惇
・
佐
々
木
隆
編
『
明
治
日
本
の
政
治
家
群
像
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
）・「
幕
末
・
明
治
期
と
官
僚
制
」（『
歴
博
』
七
九
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）

（
３	

）
松
本
良
太
「
近
世
後
期
の
武
士
身
分
と
都
市
社
会
―
「
下
級
武
士
」
の
問
題

を
中
心
に	(

一
九
九
八
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告)	

―	(

近
世
支
配
集
団

の
構
造
と
変
容)

」（『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、一
九
九
八
年
）

（
４	

）
久
留
島
浩
編
『
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
辺
』
一
～
六
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
年
）

（
５	

）
拙
稿
「
秋
田
藩
陪
臣
社
会
の
構
造
―
「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
の
分
析
を
通
じ

て
―
」（『
秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
四
、二
〇
〇
八
年
）

（
６	

）
横
手
市
沼
田
家
所
蔵
「
秋
田
藩
禄
高
調
」

（
７	

）
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
（
以
下
石
川
博
康
家
資
料
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は

同
館
所
蔵
）「
陪
臣
家
筋
取
調
書
」
三
（
県
Ｄ
―
八
―
四
）

（
８	

）「
十
二
所
絵
図
」（
Ａ
二
九
〇
―
一
一
四
―
九
五
）

（
９	

）『
大
館
市
史
』
第
二
巻
、
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
（
大
館
市
、
一
九
七
八
三
年
）

（
10	

）「
御
徒
歩
・
御
足
軽
倹
約
定
書
」（
石
川
家
博
康
家
資
料
一
九
）

　

	（
以
下
石
川
博
康
家
資
料
を
「
石
川
」
と
略
す
）

（
11
）
前
掲
註
（
１
）

（
12
）「
石
川
兵
左
衛
門
出
仕
覚
書
」（
石
川
一
）

（
13
）『
佐
竹
家
譜
』
中　

七
二
一
頁　

（
14
）「
分
限
帳
」（
Ａ
三
一
七
―
八
八
）

（
15
）
前
掲
註
（
５
）

（
16
）
前
掲
註
（
14
）

（
17
）「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
一
四
（
九
三
〇
一
〇
三
―
一
一
五
二
六
）

（
18	

）「
見
留
流
剣
術
伝
書
」（
石
川
三
〇
）、「
笹
水
流
棒
術
免
状
」（
石
川
三
一
）、

「
槍
術
図
」（
石
川
三
二
）

（
19
）
前
掲
註
（
１
）

（
20
）「
卒
家
譜
」
四
四
（
九
三
〇
一
〇
三
―
一
一
四
九
四
）

（
21	

）
大
館
戊
辰
戦
史
編
纂
会
『
大
館
戊
辰
戦
史
』（
一
九
一
七
年
、
一
九
七
三
年

復
刊
、
名
著
出
版
）
四
一
二
頁

（
22
）「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
一
三
（
九
三
〇
一
〇
三
―
一
一
五
二
五
）

（
23
）
前
掲
註
（
５
）

（
24
）
前
掲
註
（
７
）

（
25
）
前
掲
註
（
17
）

（
26	

）「
石
川
兵
左
衛
門
宗
旨
改
証
文
」（
石
川
一
六
）・「
伊
勢
勘
兵
衛
宗
旨
改
証
文
」

（
石
川
一
七
）

（
27
）『
秋
田
県
史
』
第
四
巻
維
新
編
（
秋
田
県
、
一
九
六
一
年
）
四
四
九
頁

（
28	

）「
元
陪
従
永
世
士
族
抱
取
調
元
陪
従
永
世
卒
抱
取
調
元
陪
従
士
年
限
抱
取
調

他
」（
Ａ
三
一
七
―
八
三
）

（
29
）「
卒
族
編
入
通
達
」（
石
川
八
）

（
30
）「
戊
辰
戦
争
傷
病
者
へ
下
賜
通
達
」（
石
川
六
）

（
31	

）	

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
卒
族
廃
止
に
伴
い
、
石
川
兵
左
衛
門
は
士
族
に

編
入
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
再
び
卒
族
を
士
族
・
平
民
の
ど
ち
ら
に
編
入
す
る

か
の
線
引
き
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
現
時
点
に
お
い
て
こ

の
問
題
を
解
く
資
料
を
見
て
い
な
い
。

【
附
記
】	

石
川
博
康
家
資
料
の
過
去
帳
の
解
読
に
あ
た
り
、
遍
照
院
工
藤
智
教
氏

よ
り
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
本
稿
を
擱
筆
す
る
に
あ
た
り
、
感
謝
の
意

を
こ
こ
で
表
し
ま
す
。

（16）
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

資料名

石川兵左衛門出仕覚書

石川家過去帳

伊勢家過去帳

記（命日書付）

旧茂木陪臣取調書

戊辰戦争傷病者へ下賜通達

卒族編入通達

士族編入通達

士族編入通達

遺跡願

相続人貰受御届

改名願

実名花押

石川久敏実名

石川兵左衛門宗旨改証文

伊勢勘兵衛宗旨改証文

盆中取締方につき申渡

御徒歩・御足軽倹約定書

社参行列書

長興寺仏参供触

養老執行教諭書付

佐竹義知書状

佐竹義珍書状

貞鏡院書状

とみ書状

某書状

久代書状

茂木右衛門書状

見留流剣術伝書

笹水流棒術免状

槍術図

真言経

年代

（寛保3年正月20日）

（天明6年～天保8年）

（嘉永5年～明治2年）

（文政4年～天保11年）

明治6年5月

（明治元）11月

（明治2年）12月4日

明治4年7月24日

明治6年11月3日

明治6年11月3日

明治10年11月18日

明治14年5月1日

明治16年10月

安政4年2月

明治16年10月

延享元年5月22日

嘉永3年5月9日

安永10年9月

　

4月22日

　

8月

　

　

　

　

　

　

　

寛政6年1月

　

　

　

明治5年3月14日

形態

巻紙

綴

綴

切紙

巻紙

竪紙

巻紙

　

巻紙

巻紙

綴

　

　

　

切紙

竪紙

竪紙

巻紙

　

巻紙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

作成・差出

　

　

　

　

　

総督府

　

　

秋田県

秋田県

篠斎（花押）

源知瑞

長興寺（印）

　

　

　

　

　

佐竹義知

佐竹義珍

貞鏡院

とみ

　

　

　

　

　

　

　

桜亭書

受取

　

　

　

　

　

諸藩手負人数

石川兵左衛門

伊勢堅治

伊勢勘兵衛

　

　

　

石川兵吉

　

　

　

　

茂木幸楠

茂木幸楠

於知

御あね

　

おとも

　

石川健助

　

概　　要

戒名・命日の記載

戒名・命日の記載

戒名・命日の記載

旧茂木陪臣人名の書き上げ

　

　

御徒歩・御足軽の着服の規定

社参行列の編成を記したもの

　

　

　

　

　

　

　

年始の挨拶

　

　

　

　

秀句 85 句を書き連ねたもの

御歩行石川重
[吉]
石川兵左衛門
他8名

秋田県権令石
田英吉
秋田県令石田
英吉
北秋田郡長亘
理宗信

石塚孫大夫・宇都
宮帯刀・塩谷伯耆

石川兵左衛門
他3名
石川重吉（印）
他1名
士族石川重吉
（印）

武田文右衛門
他1名

扇田合戦負傷につき下賜金
仰渡

江鶴風子をはしめ六君子追
薦（俳諧）

石川兵左衛門が茂木家に召し抱
えた際の顛末を記す、前欠

奥羽鎮撫総督府が負傷者に発給
したもの、包紙あり
戊辰戦争従軍につき金子下賜、
下部欠損
石川兵左衛門他 8名の卒族編入
通達
石川兵左衛門を士族に編入する
旨の通達、包紙あり
伊勢堅治を士族に編入する旨の
通達
石川兵左衛門死去につき長男重
吉に相続させる旨の願書
伊勢健治死去につき柳谷利右衛
門三男を養子に入れる届出
嫡男久敏を、先祖の通字を用い
重宣と改名する旨の願書
伊勢勘兵衛の諱を「弘家」と定め
た文書、下部欠損
石川久敏の実名の一字に「宣」を
選定した文書、包紙あり

箇条書きで盆の間の通行の管理
について定めたもの

「長興寺御仏参」の供の編成を記
したもの

〈別表〉石川博康家資料仮目録


